
　

交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。
●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　2011年3月11日午後2時46分ごろ、三陸沖を震源とする大規模地

震が発生した。本号の特集は、この東日本大震災とよばれる災害の

直後から現地に入り込み、調査を続けてきた竹沢尚一郎教授が実行

委員長となった企画展「津波を越えて生きる――大槌町の奮闘の記

録」と連動している。

　同日同刻、小生は、婚姻届の保証人欄の印鑑を東京の町田市で頂

き、京王線で帰宅する途上であった。地震を感知し電車は急停車し、

それ以外の交通機関も麻
ま

痺
ひ

した。結局親に自家用車でひどい渋滞の

なか迎えに来てもらった。自宅に着き、ほっと一息ついたのは、深

夜12時過ぎ。それから自宅のテレビで甚大な被害状況を知った。

　こうしたたわいのないものからことばにできないような深い悲し

みまで、災害という出来事の喚起する記憶は、さまざまであろう。

被災者の声や復興に向けた動きが展示されている企画展と本特集を

通じて6年を経た現在の時点から東日本大震災を見返すことで、な

にがしか考える材料が提供できればと思う。特集では併せてそれ

以外の災害のその後の動きにも若干触れている。なお最後となるが、

竹沢教授は、この3月に定年退職される。この展示は本館での最後

の仕事のひとつとなる。今後の精力的な研究活動も楽しみにしたい。
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次号の予告
特集

ビーズ―つなぐ・かざる・みせる

●表紙：東日本大震災被災前の岩手県大槌町吉里吉里の模型。
　　　　企画展「津波を越えて生きる」にて展示。制作・竹沢尚一郎
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